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内閣府宇宙技術戦略では衛星基盤技術を重要技術として位置付けている。本調査では衛星基盤技術について、世界におけ
る最新の技術動向を調査し、日本の研究開発計画の立案に示唆を与えることを目的としている。

経済産業省 半導体・デジタル産業戦略
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/joho/conference/semicondu
ctors_and_digital.pdf

内閣府 宇宙政策委員会 「宇宙技術戦略」

✓ 令和６年度３月２８日に内閣府の宇宙政策委員会は宇宙技術戦略を策定。その中
で重要技術として衛星基盤技術について言及がなされている。

✓ 欧米を中心に世界中で宇宙技術の研究開発が進められており、世界における最新の技
術動向を踏まえた検討を行うことで日本の研究開発計画の立案を行う

調査業務の実施方針～調査目的

✓ 衛星基盤技術についてさらに詳細に渡り調査を実施する
✓ その際は宇宙技術戦略で言及されている内容を理解した上で、国内外の視点を持ち、

不足している観点を補いながら、各技術領域についてより詳細かつ具体的な情報を収
集・整理・分析する
※弊社ではAIを活用し、人力だけでは到底実施できない数の情報量に基づき、示唆を
提供する。それによりヒアリングやシンポジウム参加等、人的リソースが重要な箇所にしっか
りと人員を配置することが可能

本調査

研究開発計画の立案への示唆を提供

衛星基盤技術

衛星システム基盤技術
地上システム基盤技術の

調査分析

次世代の衛星システムに
向けた革新的な

基盤技術

その他関連技術

1. 調査業務の実施方針～調査スケジュール/調査目的/調査内容
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全体の調査スケジュール

1. 調査業務の実施方針～調査スケジュール/調査目的/調査内容

2024年7月より調査を開始。下記の流れで年間を通して調査を実施する。青枠が本調査報告会までに実施した調査の矢羽
根である。

衛星システム基盤技術の調
査分析

次世代の衛星システムに
向けた革新的な基盤技術の
調査分析

地上システム基盤技術の調
査分析

定常調査・動向分析

適時調査・事実確認

・シンポジウム参加
・情報収集

事実情報確認・追加調査

その他調査

2024 2025

追加調査
・最終報告書準備

技術
領域の
明確
化

主要プレイヤ分析・
論文・特許調査

技術動
向纏め・
有識者ヒ
アリング

全体の技術トレンドを把握し
協議の末、参加すべきシンポ
ジウムを確定

調査した技術情報をベースに、確認
すべき事実情報や、深堀するための
追加調査を実施する想定

文部科学省の依頼に適宜対応

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

最終
納品
物準
備

技術領域の明
確化

主要プレイヤ
分析・有識者
ヒアリング*

論文・特許調
査

技術動向纏め 定常調査・動向分
析を経て出てくる
追加調査が発生す
る想定

最終報告▼ 2/24週予定

※ 3-1,3-2,3-3デスクトップ調査完了

月次定例会▼※ 3-4の経過報告

3-1

3-3

3-2

3-5

3-4

デスクトップリ
サーチ

●シンポジウム/ワークショップへの参加
・ドイツ「Space Tech Expo Europe 2024」
・日本「2024国際航空宇宙展(JA2024)」

●デスクトップリサーチ（基準やガイドラインをベースとした情報収集/整理等）

必要に応じた追加調査実施

キックオフ▼ 契約終了▼ 3/14月次定例会▼
9/24
中間報告▼
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調査業務の実施方針～調査内容（具体的プロセス（サマリ））

本調査では、“3-1：衛星システム基盤技術“、”3-2：地上システム基盤技術”に加え、”3-3：次世代の衛星システム”に向
けた革新的な基盤技術を調査することになるため、公開情報を幅広くリサーチするデスクトップリサーチを中心とするが、特に3-3
においては現在の技術の先端を把握する必要があることから、企業の研究開発状況（ヒアリング等）や、学術情報（論文）ま
でリーチする

調査項目

衛星システム基盤技術の調査分
析

次世代の衛星システムに向けた革
新的な基盤技術の調査分析

地上システム基盤技術の調査分
析

3-1

3-3

3-2

調査アプローチ

民生部品の宇宙転用に関する国内外の技
術動向

電気系基盤技術に係る国内外の最新動向

機械系基盤技術に係る国内外の最新動向

宇宙用部品に関する技術的な基準

地上局の仮想化及びAI／MLを含めた自
動運用

多様な衛星システムに対応できる先進的地
上局技術（アンテナ、データ送受信装置

等）

編隊飛行等の複数衛星協調運用の技術・
技術動向・要素技術

オンボード処理技術の適用に必要なアーキ
テクチャやインターフェースに関する技術

国際標準化機関/各国の宇宙機関の基準やガイドラインをベースとした情報収集/整理

プレスリリースや展示会情報などの公開情報を基にした事例調査

関連論文分析、特許分析、開発事例を合わせた複合的調査

主要プレイヤの
企業情報分析

ヒアリング結果

論文分析

✓ 国別論文数
✓ 組織別論文数
→ポートフォリオ調査

特許分析

✓ 国別論文数
✓ 組織別論文数
→ポートフォリオ調査

技術動向纏め

✓ コア技術を中心と
した技術課題纏
め

✓ 特定技術領域の
将来予測

1 2

3 4 5

1. 調査業務の実施方針～調査スケジュール/調査目的/調査内容
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調査業務の実施方針～調査内容（シンポジウムへの参加）

”定常調査・動向分析“では、本調査ご担当者と協議し、本調査にとって重要と判断したシンポジウムに参加する。現地参加で
は、先述した「主要プレイヤ分析」にて洗い出した企業に対する深堀り調査を実施。デスクトップリサーチでは主要プレイヤ分析に
て登場せず技術キーワードの範囲外の技術を保有する企業に対する調査、を中心に進める

進め方（詳細スケジュール） 調査方針と関連タスク

衛星システム基盤
技術の調査分析

次世代の衛星
システムに向けた
革新的な基盤技
術の調査分析

地上システム基盤
技術の調査分析

定常調査・動向
分析

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

イ
メ
ー
ジ
準
備

2024 2025

追加調査
・最終報告
書準備

技
術
領
域
の
明
確
化

主
要
プ
レ
イ
ヤ
分
析

・
論
文
・
特
許
調
査

技
術
動
向
纏
め

・
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

技術領域
の明確化

主要プレ
イヤ分析・
有識者ヒ
アリング*

論文・特
許調査

技術動向
纏め

最終報告▼ 
2/24週予定

中間報告▼ 月次定例会▼

3-1

3-3

3-2

3-4

キックオフ▼

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

事
前
リ
サ
ー
チ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

結
果
纏
め
①

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

結
果
纏
め
②

11/19
ドイツ★

10/16
日本★

① ②

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
調
査
タ
ス
ク

関
連
タ
ス
ク

アウトプットイ
メージ準備

シンポジウム事
前リサーチ

シンポジウム結
果纏め①

シンポジウム結
果纏め②

✓ 展示会では参加企業ブースへ訪問、企業の展示内容に対して様々な
質問を行い本調査に有益な情報を取得するが、その結果を纏めるイ
メージを事前に宇宙開発利用課ご担当者とすり合わせる

✓ シンポジウム参加企業をリストアップ、主要プレイヤ分析により出てくる企
業有無の確認と、当該企業に対してヒアリングすべき内容を整理、また
それ以外の参加企業から重点ヒアリングすべき企業を決め、デスクトップ
リサーチにより情報を事前に把握する

✓ 10/16に参加する「2024国際航空宇宙展(JA2024)」の結果を取り
纏め、技術内容として深堀りすべき内容を特定、追加調査すべき内容
やヒアリング事項などを宇宙開発利用課ご担当者とディスカッションする

✓ シンポジウム①の結果纏めと基本的に同様（参加シンポジウムが海外
となるため海外の観点で何か把握すべき内容があれば追加で検討）

✓ 主要プレイヤとその研究・開発等の状況技術動向を連携し、シンポジウ
ム調査に活かす

✓ シンポジウム調査結果を踏まえ、シンポジウムから追加の情報を得て、
ヒヤリングへ活かす（要修正、具体的に）

①

②

1. 調査業務の実施方針～調査スケジュール/調査目的/調査内容

最
終
納
品
物
準
備
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No. 優先度 参加方法
対象調査

時期 国 名称 リンク
3-1 3-2 3-3

1 A 現地参加 ✓ ✓ ✓ 2024/11/19 ドイツ Space Tech Expo Europe 2024 https://www.spacetechexpo-europe.com/

2 A 現地参加 ✓ ✓ ✓ 2024/10/16 日本 2024国際航空宇宙展(JA2024) https://www.japanaerospace.jp/jp/

3 A
デスクトップ調査

（オンラインなし）
✓ ✓ ✓ 2024/10/22 トルコ

SAHA EXPO 2024 ‐ 防衛・航空・宇宙産
業展示会

https://www.sahaexpo.com/homepage

4 A
デスクトップ調査

（オンラインなし）
✓ ✓ 2024/8/3 アメリカ Small Satellite Conference 2024 https://smallsat.org/

5 B
デスクトップ調査

（オンラインなし）
✓ ✓ 2024/7/1 インド Aeromart Hyderabad 2024 https://hyderabad.bciaerospace.com/index.php

6 B
デスクトップ調査

（オンラインなし）
✓ ✓ ✓ 2024/12/3 フランス エアロマート・トゥールーズ 2024 https://toulouse.bciaerospace.com/en/

7 B
デスクトップ調査

（オンラインなし）
✓ 2024/7/24 日本 メンテナンス・レジリエンス TOKYO2024 https://mente.jma.or.jp/

8 B
デスクトップ調査

（オンラインなし）
✓ 2024/11/19 日本 エンジンフォーラム神戸2024 https://kobe.bciaerospace.com/ja/

9 B
デスクトップ調査

（オンラインなし）
✓ 2024/10/24 ドイツ AIRTEC 2024 https://airtec.aero/

10 C
デスクトップ調査

（オンラインなし）
✓ 2024/11/28 インド Huddle Global 2024 https://huddleglobal.co.in/

11 C
デスクトップ調査

（オンラインなし）
2024/7/22 イギリス

Farnborough International Exhibition 
& Conference Centre

https://www.farnborough.com/

12 C
デスクトップ調査

（オンラインなし）
✓ 2025/10/7 フランス inter airport Europe 2025 https://www.interairporteurope.com/

No1の国外のシンポジウムと、No2の国内のシンポジウムに参加予定。

No3以降のシンポジウムはオンライン参加が難しいため前途の通り、デスクトップリサーチを実施。

※展示会規模が大きく、本業務に関連する情報獲得可能性が
高いNo.1-2の現地参加を想定

※No.3以降の国外シンポジウムは、デスクトップリサーチを想定参加予定のシンポジウムリスト

1. 調査業務の実施方針～調査スケジュール/調査目的/調査内容

https://www.spacetechexpo-europe.com/
https://www.japanaerospace.jp/jp/
https://www.sahaexpo.com/homepage
https://smallsat.org/
https://hyderabad.bciaerospace.com/index.php
https://toulouse.bciaerospace.com/en/
https://mente.jma.or.jp/
https://kobe.bciaerospace.com/ja/
https://airtec.aero/
https://huddleglobal.co.in/
https://www.farnborough.com/
https://www.interairporteurope.com/
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シンポジウムアウトプットイメージ

シンポジウムの参加にあたってヒヤリング対象企業を事前に調査して現地にて効率的に調査を行う。また、ヒヤリング内容に漏れ
がないようにこれまでの実績に基づいたフォーマットに沿って質問を行う（左図）。調査実施後は、全ての調査企業に対して調
査内容のリスト化と、企業ごとのレポートの作成および報告を実施予定（右図）

事前調査と現地での調査フォーマット 調査後のアウトプット（リストとレポート）

シンポジウム参加の事前に展示内容及び企業情報
を調査して優先度付けを行う。その後、関係者と優
先度の妥当性と調査対象企業のすり合わせを行う。

展示会名

事前に調査内容を吟味してフォームを作成。現地に
てフォームに沿った調査を行うことで調査漏れを防ぐ。

調査した企業ごとのレポートを作成し、シンポジウム
参加後に報告、および最終報告にて提出。

1. 調査業務の実施方針～調査スケジュール/調査目的/調査内容
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シンポジウムアウトプットイメージ ～Interface

企業概要： 産業向けITソリューション、PC、PC周辺機器

展示内容： 航空宇宙・防衛用途の高信頼性PCおよびPC周辺機器

（衛星、地上管制塔に使用）

特筆すべき技術情報 競合優位点・民生品との差異

部品選定（高信頼性の国内製部品
の選定）、筐体設計（内圧を上げ
ることで粉じんが内部に入らない
工夫、電気回路周りの瞬断対策の
高信頼性設計）。CPUの設計まで
手を入れる（民生品では一般的に
Intel社等のカタログ品を使用）

ソフトウェア（OSのROM化・
VIOS設計）にも手をつけること
でデータが失われない設計を実現。
また、航空宇宙環境を模擬できる
ような独自の研究・実験設備を保
有していることから実機・実環境
下での実験も十分に実施。

競合優位点

民生品製品を高信頼性とすることで、
航空宇宙産業用途の特注品を作るこ
となく自社のカタログ品で対応でき
るようにする。この取り組みを行う
ことで、航空宇宙用途部品の特注の
開発を行わずにコストを抑えられる
（業界トレンド）

キーワード： COTS部品(Commercial Off-The-Shelf)

JISQ9100の認定を受けている。ま
た競合他社（CANTEX社、他）も
信頼性対策を十分に行っているが、
Interface社独自の瞬断対策（電源
が落ちた際のデータの保持技術）
に関しては10年ほど遅れて開発し
ている（主にOS,VIOSの設計に手
を出せる技術がないため。）

画像、情報引用: https://www.interface.co.jp/

ハードウェア面での信頼性向上

ソフトウェア面での信頼性向上

1. 調査業務の実施方針～調査スケジュール/調査目的/調査内容
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シンポジウムアウトプットイメージ ～OKIサーキットテクノロジー

企業概要： 電子基板の設計、製造および販売

展示内容： 衛星、ロケット用の基板の設計・生産。H3ロケット向け。

特筆すべき技術情報 競合優位点・民生品との差異

上越研究所にて技術開発し、その技
術をもって高信頼性の宇宙用途のプ
リント基板（20層）に適用（民生の
家電製品では1～4層程度。マザー
ボードや軍用電子機器でそれ以上）。
高信頼性の由来は狭配線間スペース
とそれを実現する配線を被膜するラ
ミレーション技術。JAXA認定スペッ
クのプリント基板を生産できる能力
があるのはOKIのみ。

競合優位点

高信頼性を担保する試験や生産技術
的に高い技術力を持っていることが
うかがえるが、設計自体は納入先
（三菱重工）が担っているとのこと。
他の宇宙部品関連の部品加工業者と
のヒアリングでもわかったことであ
るが、「何の部品であるか？」を知
らずに納入している場合が多い。自
動車業界などとの差を感じる。

航空宇宙部品の設計事情

JISQ9100およびJAXA認定を取得
している。JAXA認定品は、宇宙用
途部品に使用可能な品質レベルを
満たしている電気電子機器及び部
品を指します。JAXA認定は部品そ
のものの品質に加え、管理技術を
含む品質保証を要求する認定試験
に合格することが求められる。

画像、情報引用: https://ssl.tksc.jaxa.jp/eeepitnl/parts_db/html/jp/parts_list.html

100層を超えるプリント基板の技術

1. 調査業務の実施方針～調査スケジュール/調査目的/調査内容
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2. 技術調査・分析 中間報告

• 令和６年度地球観測技術等調査研究委託事業

    “将来衛星システムにかかる技術調査分析” 中間成果報告 技術調査・分析資料 【概要版】

• 令和６年度地球観測技術等調査研究委託事業

    “将来衛星システムにかかる技術調査分析” 中間成果報告 技術調査・分析資料 【詳細版】

中間の調査結果について

【以下の別紙を参照】
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最終成果報告までの調査内容

赤枠の調査を中心に、中間報告会までに行ってきた各技術調査へのアプローチ①③④の追加調査も行いつつ、最終成果報告
までに幅広く調査していく。

調査項目

衛星システム基盤技術の調査分
析

次世代の衛星システムに向けた革
新的な基盤技術の調査分析

地上システム基盤技術の調査分
析

3-1

3-3

3-2

調査アプローチ

民生部品の宇宙転用に関する国内外の技
術動向

電気系基盤技術に係る国内外の最新動向

機械系基盤技術に係る国内外の最新動向

宇宙用部品に関する技術的な基準

地上局の仮想化及びAI／MLを含めた自
動運用

多様な衛星システムに対応できる先進的地
上局技術（アンテナ、データ送受信装置

等）

編隊飛行等の複数衛星協調運用の技術・
技術動向・要素技術

オンボード処理技術の適用に必要なアーキ
テクチャやインターフェースに関する技術

国際標準化機関/各国の宇宙機関の基準やガイドラインをベースとした情報収集/整理

プレスリリースや展示会情報などの公開情報を基にした事例調査

関連論文分析、特許分析、開発事例を合わせた複合的調査

主要プレイヤの
企業情報分析

ヒアリング結果

論文分析

✓ 国別論文数
✓ 組織別論文数
→ポートフォリオ調査

特許分析

✓ 国別論文数
✓ 組織別論文数
→ポートフォリオ調査

技術動向纏め

✓ コア技術を中心と
した技術課題纏
め

✓ 特定技術領域の
将来予測

1 2

3 4 5

3. 最終成果報告までの対応
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宇宙用部品に関する技術的な基準は、国際標準化機関/各国の宇宙機関の基準やガイドラインをベースとしたデスクトップ調
査により情報を収集し、整理した資料を作成する

調査項目

3-1

調査アプローチ

民生部品の宇宙転用に関する国内外の技
術動向

電気系基盤技術に係る国内外の最新動向

機械系基盤技術に係る国内外の最新動向

宇宙用部品に関する技術的な基準

地上局の仮想化及びAI／MLを含めた自
動運用

多様な衛星システムに対応できる先進的地
上局技術（アンテナ、データ送受信装置

等）

編隊飛行等の複数衛星協調運用の技術・
技術動向・要素技術

オンボード処理技術の適用に必要なアーキ
テクチャやインターフェースに関する技術

3-2

3-3

情報ソース例：宇宙転用可能部品の宇宙適用ハンドブック(JAXA)

出典：https://sma.jaxa.jp/TechDoc/Docs/JAXA-JERG-0-052A.pdf

✓ 国際標準化機関や各国の宇宙機関が制定/検討している基準やガイドラインを調査し、その仕
様や条件を整理した資料を作成する。

✓ 調査対象とする機関は例えばISO、JIS、SAEなどの標準化団体、およびNASA、ESA、JAXA
などの宇宙開発機構を想定している。

✓ レポートは10枚前後を想定している。

国際標準化機関/各国の宇宙機関の基準やガイドラインをベースとした情報収集/整理

宇宙用部品に関する技術的な基準

3. 最終成果報告までの対応
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民生部品の宇宙転用に関する国内外の技術動向

民生部品の宇宙転用に関する国内外の技術動向調査では、主に企業のプレスリリースや展示会情報などの公開情報を基にし
た事例調査を進める

調査項目

3-1

調査アプローチ

民生部品の宇宙転用に関する国内外の技
術動向

電気系基盤技術に係る国内外の最新動向

機械系基盤技術に係る国内外の最新動向

宇宙用部品に関する技術的な基準

地上局の仮想化及びAI／MLを含めた自
動運用

多様な衛星システムに対応できる先進的地
上局技術（アンテナ、データ送受信装置

等）

編隊飛行等の複数衛星協調運用の技術・
技術動向・要素技術

オンボード処理技術の適用に必要なアーキ
テクチャやインターフェースに関する技術

3-2

3-3

✓ 民間企業のプレスリリースや関連展示会の情報をベースに、民生部品の宇宙転用に関する国内外の開発事例を調査・整
理する。

✓ 調査した結果は、1事例1枚のスライドに整理する
✓ それら事例を基に、注目すべき技術トレンドや業界動向を抽出し、サマリレポートを作成する。

プレスリリースや展示会情報などの公開情報を基にした事例調査

事例紹介スライド：20-30枚 サマリスライド：5枚前後

3. 最終成果報告までの対応
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本調査におけるヒアリングは、公開情報だけでは取得しきれない必要情報を補完する目的で使用することを想定、様々な外部
サービスを活用し必要な情報にリーチする

専門家数

運営
企業名

特徴

専門家
属性

外部サー
ビス

Linkedinビザスク Newspicks Expert

• 60万人以上

• 株式会社ビザスク

• スポットコンサルのパイオニア
であり、海外エキスパートも
充実

• 業界職域500以上

• 約3万人

• 株式会社ミーミル

• 著名な有識者も多数登録

• 7割が幅広い業界
職域の現役社員

• 300万人（国内利用者数）

• LinkedIn

• リンクトイン登録者からター
ゲットを探し出し、直接アプ
ローチが可能

• 専門家数が多く、かなりの業
界や職域をカバー

Linkers

• 84名（社員）
• 名（有識者ネットワーク）

• Linkers

• 必要な知見者に即時リーチ
でき、ヒアリングだけでなくレ
ポーティングも可能

• 様々な技術領域に長けた
専門家ネットワークを保有

有識者ヒアリング

3. 最終成果報告までの対応
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